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題字　山田方谷自筆書状より

令和７年（2025）

月７
健幸都市たかはし　“つながり”から創る心豊かなまちづくり

方谷に思いをはせて方谷に思いをはせて
今月の表紙 今月の表紙 主な内容主な内容
　６月22日、市文化交流館で山田方谷150年祭記念事業　６月22日、市文化交流館で山田方谷150年祭記念事業
澤澤
さわさわ

田田
だだ

瞳瞳
とうとう

子子
ここ

氏講演会＆トークセッションが開催されました。氏講演会＆トークセッションが開催されました。
財政改革を成し遂げた郷土の偉人山田方谷を題材にした小財政改革を成し遂げた郷土の偉人山田方谷を題材にした小
説「孤城春たり」の著者である澤田瞳子氏より創作に係る説「孤城春たり」の著者である澤田瞳子氏より創作に係る
思いや方谷の魅力などが語られました。思いや方谷の魅力などが語られました。

●�●�成羽美術館所蔵の岩石から「西日本初！恐竜成羽美術館所蔵の岩石から「西日本初！恐竜
時代の魚竜化石」を大発見！（Ｐ２～）時代の魚竜化石」を大発見！（Ｐ２～）

●功績・栄光をたたえます（Ｐ４）●功績・栄光をたたえます（Ｐ４）
●税金の納期限（Ｐ16）●税金の納期限（Ｐ16）
●市民のページ（Ｐ18～）●市民のページ（Ｐ18～）



「西日本初「西日本初！！恐竜時代の恐竜時代の
�� 魚竜化石」を魚竜化石」を大発見大発見！！

問問社会教育課☎21-1516社会教育課☎21-1516

成羽美術館成羽美術館
所蔵の岩石から所蔵の岩石から

魚竜化石が発見された岩石（右は魚竜復元イメージ）魚竜化石が発見された岩石（右は魚竜復元イメージ）

　岡山理科大学、福井県立恐竜博物館、福
井県立大学、福井大学、高梁市成羽美術館
の共同研究により、成羽美術館に所蔵して
いた高梁市に分布する成羽層群地頭層（約
２億2000万年前）の岩石から、西日本初
となる恐竜時代の魚竜化石が発見されまし
た。なお、三畳紀後期の魚竜類の化石は、
日本初の大発見となります。 左から

福井県立恐竜博物館 湯
ゆ

川
かわ

弘
ひろ

一
かず

研究員、岡山理科大学 
加
か

藤
とう

敬
たか

史
ふみ

教授、高梁市成羽美術館 碇
いかり

 京
きょう

子
こ

学芸員

●
発
見
の
経
緯

　
令
和
５
年
７
月
、
岡
山
理
科
大
学

加
藤
教
授
（
当
時 

倉
敷
芸
術
科
学

大
学
）
と
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
湯

川
研
究
員
が
岡
山
県
内
の
中
高
生
と

と
も
に
成
羽
美
術
館
を
訪
れ
、
化
石

展
示
室
で
解
説
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
加
藤
教
授
が
展
示
さ
れ
て
い
た

モ
ノ
チ
ス
貝
化
石
の
岩
石
の
表
面
に

露
出
し
た
脊
椎
動
物
の
骨
化
石
を
見

つ
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ

分
析
に
よ
っ
て
詳
し
く
調
査
し
、
こ

の
岩
石
中
に
21
点
も
の
骨
化
石
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
や
骨
の
特
徴
か
ら

魚
竜
化
石
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

2令和７年（2025）７月



●●
今
後
の
活
用
に

今
後
の
活
用
に
つ
い
て

つ
い
て

　

成
羽
美
術
館
で
は
、「
速
報
」
と

　

成
羽
美
術
館
で
は
、「
速
報
」
と

し
て
第
一
弾
の
ミ
ニ
展
示
を
こ
の
８

し
て
第
一
弾
の
ミ
ニ
展
示
を
こ
の
８

月
に
開
催
で
き
る
よ
う
準
備
中
で
す

月
に
開
催
で
き
る
よ
う
準
備
中
で
す

（
８
月
初
旬
～
月
末
、
日
程
が
決
ま

（
８
月
初
旬
～
月
末
、
日
程
が
決
ま

り
次
第
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
告
知
し
ま
す
）。

り
次
第
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
告
知
し
ま
す
）。

●●  

２
億
年
前
の
成
羽
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
？

２
億
年
前
の
成
羽
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
？

　
成
羽
層
群
の
時
代
、
三
畳
紀
（
２

　
成
羽
層
群
の
時
代
、
三
畳
紀
（
２

億
５
１
９
０
万
年
～
２
億
１
４
０
万

億
５
１
９
０
万
年
～
２
億
１
４
０
万

年
前
）
に
は
日
本
列
島
は
存
在
し
て

年
前
）
に
は
日
本
列
島
は
存
在
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

現
在
の
大
陸
の
分
布
と
は
全
く
異
な

現
在
の
大
陸
の
分
布
と
は
全
く
異
な

る
パ
ン
ゲ
ア
と
い
う
１
つ
の
巨
大
な

る
パ
ン
ゲ
ア
と
い
う
１
つ
の
巨
大
な

大
陸
が
あ
り
、
成
羽
地
域
は
そ
の
大

大
陸
が
あ
り
、
成
羽
地
域
は
そ
の
大

扌
高梁市成羽美術館はこちら

（今後化石に関する
 お知らせを随時掲載します）

　日本では宮城県で魚竜の化石が見　日本では宮城県で魚竜の化石が見
つかっていますが、それ以外の地域つかっていますが、それ以外の地域
で報告はありませんでした。特に、で報告はありませんでした。特に、
三畳紀後期という時代の報告は世界三畳紀後期という時代の報告は世界
的にも珍しく、日本では初めて的にも珍しく、日本では初めてのこのこ
とです。また、従来、化石研究ではとです。また、従来、化石研究では
膨大な時間をかけてクリーニング作膨大な時間をかけてクリーニング作
業を行いますが、今回は、Ｘ線 CT業を行いますが、今回は、Ｘ線 CT

を使用した「デジタル古生物学」という先端科学としてのアプローを使用した「デジタル古生物学」という先端科学としてのアプロー
チを試みたのも特徴です。調査の結果、見つかった魚竜は原始的チを試みたのも特徴です。調査の結果、見つかった魚竜は原始的
な仲間ではなく、より遊泳力の高い仲間である可能性が示唆されな仲間ではなく、より遊泳力の高い仲間である可能性が示唆され
ています。このような発見に至ったのは、長年にわたり市民の皆ています。このような発見に至ったのは、長年にわたり市民の皆
さんが化石に興味を持ってくださり、成羽美術館に収蔵することさんが化石に興味を持ってくださり、成羽美術館に収蔵すること
でその存在と価値を守ってきた成果と考えています。でその存在と価値を守ってきた成果と考えています。
� （加藤教授より）� （加藤教授より）

意義ある発見となりました意義ある発見となりました

陸
の
沿
岸
部
に
あ
た
り
ま
し
た
。
２

陸
の
沿
岸
部
に
あ
た
り
ま
し
た
。
２

億
３
０
０
０
万
年
前
、
海
沿
い
に
は

億
３
０
０
０
万
年
前
、
海
沿
い
に
は

巨
大
な
森
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た

巨
大
な
森
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
こ
は
一
度
海
に
沈
み
、
魚
竜

が
、
そ
こ
は
一
度
海
に
沈
み
、
魚
竜

の
い
た
時
代
は
浅
い
内
湾
で
あ
っ
た

の
い
た
時
代
は
浅
い
内
湾
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
期
中
は
発
見
者
の
加
藤
教
授
や
共

会
期
中
は
発
見
者
の
加
藤
教
授
や
共

同
研
究
者
の
湯
川
研
究
員
に
来
館
い

同
研
究
者
の
湯
川
研
究
員
に
来
館
い

た
だ
き
、
魚
竜
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

た
だ
き
、
魚
竜
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
講
座
も
開
く
予
定
で
す
の
で
、
お

や
講
座
も
開
く
予
定
で
す
の
で
、
お

楽
し
み
に
！

楽
し
み
に
！

　
ま
た
、お
声
が
け
い
た
だ
け
れ
ば
、

　
ま
た
、お
声
が
け
い
た
だ
け
れ
ば
、

成
羽
美
術
館
学
芸
員
が
各
地
域
へ
出

成
羽
美
術
館
学
芸
員
が
各
地
域
へ
出

前
授
業
も
行
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く

前
授
業
も
行
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

高梁市の市外局番は「0866」です3 令和７年（2025）７月



功績・栄光をたたえます

全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
出
場

　
８
月
か
ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
資
格

確
認
書
、
ま
た
は
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
を
７
月
中
に
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
い
た
ら
内
容

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
に
な
っ
て
も
資
格
確
認
書
等
が

届
か
な
い
場
合
は
、
市
民
課
健
康
保
険

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

　
　
　
☎
21

―

０
２
５
８

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
さ

れ
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
の
申
請
が

受
付
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
場
合
、将
来
、

老
齢
年
金
や
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ

 

く
ら
し

国
民
健
康
保
険
資
格
確
認

書
等
の
発
送
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
国
民
年
金
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
申
請
の
受
付
開
始

第
40
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

�
（
６
月
・
福
島
県
）

�

リ
ー
グ
戦
５

－

Ａ　
3
位

第
64
回
全
日
本
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
男
子
王

座
決
定
戦
（
６
月
・
静
岡
県
）

�

団
体　
15
位

第
60
回
全
日
本
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
女
子
王

座
決
定
戦
（
６
月
・
静
岡
県
）

�

団
体　
16
位

チーム神楽

　
写
真
の
右
か
ら

　
　
平ひ

ら
松ま
つ　
茂し
げ
子こ

さ
ん

　
　
真し
ん
谷た
に　
当ま
さ
代よ

さ
ん

　
　
川か
わ

上か
み　
日ひ

出で

子こ

さ
ん

　
　
江え

草ぐ
さ　
好よ
し
恵え

さ
ん

　
※
壮
行
会
当
日
に
欠
席

　
　
伊い

田だ　
美み

紀き

子こ

さ
ん

　
　
楢な
ら

㟢さ
き　
優ゆ
う

子こ

さ
ん

主将　三
みつ
枝
えだ
　蒼

そう
弥
や
�さん

（吉備国際大学男子アーチェリー部）
主将　奥

おく
田
だ
　梨

り
琴
こ
�さん

（吉備国際大学女子アーチェリー部）

た
と
き
に
障
害
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
必

ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日

　
７
月
１
日
（
火
）

問
市
民
課 

☎
21

―

０
２
５
８

　

 

日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

　

 

☎
21

―

０
５
７
０
（
音
声
案
内
に

沿
っ
て
②
→
②
の
順
に
番
号
を
押
し

て
く
だ
さ
い
）

マイナンバーカードマイナンバーカード
受け取り時間外窓口受け取り時間外窓口

　日時が変更になる場合がありますので、最新　日時が変更になる場合がありますので、最新
の情報については市ウェブサイトをご覧いただの情報については市ウェブサイトをご覧いただ
くか、お問い合わせください。くか、お問い合わせください。

問問市民課☎21-0253市民課☎21-0253

次回の開設日時・場所次回の開設日時・場所
７月26日（土）　午前10時～正午　市役所１階　市民課７月26日（土）　午前10時～正午　市役所１階　市民課

4令和７年（2025）７月



お知らせ

 

 

 

  
 

 

備中高梁駅前店  高梁市旭町 1335-7 ☎：（0866）22-5566 営業時間：９時～18時 

トヨタシェアを利用して簡単な 

アンケートにご回答いただいた方 

 

ご予約 

ご利用には 

アプリが 

必要です 

アプリダウン 

ロードは 

こちら 

 

24時間いつでも必要な時に 

すぐクルマが使える！  

便利なカーシェア 

スマホ操作ですべて完了！ ５００円分 
2025.7.1 ～ 2025.9.30 

 
選べるデジタルギフト 

プレゼント！ 

被
保
険
者
証
・
資
格
確
認
書
の
更
新

　
現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
（
緑
色
）
お
よ
び
資
格
確
認

書
（
紫
色
）
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

（
木
）
ま
で
で
す
。
８
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
る
資
格
確
認
書
（
青
色
・
有
効

期
限 

令
和
８
年
７
月
31
日
）
は
７
月

中
旬
に
被
保
険
者
全
員
に
発
送
し
ま
す
。

一
部
負
担
金
の
割
合

　
医
療
機
関
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担

金
の
割
合
（
１
～
３
割
）
は
、
所
得
に

応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
前
年
（
令
和
６

年
中
）
の
所
得
に
よ
り
毎
年
判
定
す
る

た
め
、
新
し
い
資
格
確
認
書
で
は
割
合

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課 

☎
21

―
０
２
５
８

保
険
料
の
納
付
方
法

　
保
険
料
は
基
本
的
に
年
金
か
ら
の
天

引
き
と
な
り
ま
す
。（
特
別
徴
収
）

　
た
だ
し
、
特
別
徴
収
に
該
当
し
な
い

人
や
年
度
の
途
中
で
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
た
人
、
他
の
市
町
村
か

ら
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
人
は
、
納
付
書

や
口
座
振
替
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
・
被
保
険
者
証
・

資
格
確
認
書
の
更
新

（
普
通
徴
収
）

　
普
通
徴
収
の
人
で
、
口
座
振
替
を
ご

利
用
し
た
い
人
は
市
指
定
の
金
融
機
関

な
ど
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

問
税
務
課 

☎
21

―

０
２
１
４

保
険
料
の
決
ま
り
方

　
負
担
す
る
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全

員
が
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
の
合
計
額
と
な
り
、
次

の
計
算
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
率
は
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ

て
お
り
、
令
和
７
年
度
は
資
料
①
の
と

お
り
で
す
。

均
等
割
額
軽
減
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
均
等
割

額
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年

度
は
資
料
②
の
と
お
り
で
す
。

問
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

 

☎
０
８
６

―

２
４
５

―

０
０
９
０

資料①

所得割額×所得割率（10.49％） ＋ 均等割額
（５万200円） ＝ １人あたりの年間保険料額

（限度額80万円）
※�保険料は年度（４月から３月までの12カ月）で計算し、年度の途中で加入した場合は加入月から計算します。なお、
１人あたりの保険料は100円未満を切り捨てます。
※�「賦課のもととなる所得金額」とは、前年の総所得金額などから基礎控除額（合計所得金額が2400万円以下の場合は
43万円）を控除した額です。
資料②

対象者の所得要件
（世帯主及びその世帯の被保険者の総所得金額等の合計が下記の金額以下の世帯）

均等割の軽減割合
令和７年度

43万円＋（給与所得者などの数－１）×10万円 ７割
43万円＋（給与所得者などの数－１）×10万円＋30.5万円×（被保険者数） ５割
43万円＋（給与所得者などの数－１）×10万円＋56万円×（被保険者数） ２割

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

【補足説明】６月号５ページ「令和６年度財政事情の公表」記事に記載の「新消防庁
舎施設整備事業」の金額は令和６年度の事業費となります。全体の事業費としては、
約33億円となります。

5 令和７年（2025）７月



　
台
風
に
よ
る
強
風
な
ど
に
よ
り
、
沿

線
か
ら
高
速
道
路
内
に
竹
や
樹
木
が
倒

れ
込
み
走
行
中
の
車
に
衝
突
す
る
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
高
速
道
路
沿
線
で
竹
木
や
森
林
を
所

有
さ
れ
て
い
る
人
は
、
竹
や
樹
木
が
高

速
道
路
内
に
倒
れ
た
り
す
る
危
険
が
な

い
よ
う
に
伐
採
な
ど
の
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

道
路
の
冠
水
対
策
と
し
て
、
国
道

１
８
０
号
の
か
さ
上
げ
工
事
に
伴
い
、

片
側
交
互
通
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時　
令
和
８
年
３
月
ま
で
（
予
定
）

場
所　
総
社
市
日
羽
地
区

　
詳
し
く
は
、
国
土
交
通
省
岡
山
国
道

事
務
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

国
土
交
通
省　
中
国
地
方
整
備
局

　
岡
山
国
道
事
務
所　
工
務
課
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例
年
、
収
穫
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
農

作
物
の
盗
難
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
防
止
対
策
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
被
害
に
遭
っ

た
場
合
や
疑
わ
し
い
事
例
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
迷
わ
ず
警
察
に
通
報
・
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
生
産
者
や
地
域
で
取

り
組
め
る
防
止
対
策
な
ど

詳
し
く
は
、
県
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

農
林
課 

☎
21

―

０
２
２
３

高
速
道
路
沿
線
に
竹
木
な
ど

を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
へ

国
道
１
８
０
号
の
終
日
片
側

交
互
通
行
の
お
知
ら
せ

農
作
物
の
盗
難
に
注
意

　
道
路
上
に
竹
木
な
ど
が
倒
れ
込
む
危

険
性
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は
実
際
に
倒

れ
込
ん
だ
場
合
に
は
、
安
全
確
保
の
た

め
伐
採
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
倒
木
・
倒
竹
に
よ
る
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
所
有
者
責
任
が
問
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
高
速
道
路
の
安
全
確
保
に
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
西
日
本
高
速
道
路（
株
）

　
中
国
支
社
津
山
高
速
道
路
事
務
所
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大規模水害対策訓練を実施 障害者スポーツ大会で
� 「ボッチャ」を楽しむ　６月８日、市内各地で高梁市大規模水害対策

訓練を実施しました。豪雨による災害を想定し、
災害対策本部の設置や避難所の開設訓練などを
行いました。また、今年は大規模な土砂災害に
より孤立集落が発生したという想定で防災ヘリ
を実際に要請して、上空偵察および孤立した集
落の人への支援物資の受け渡し訓練なども行い
ました。防災ラジオや登録制メールの配信など
にもご協力いただきありがとうございました。
今後も市は、市民の皆さんとともに災害に強い
まちを目指して取り組みを進めていきます。
� 問危機管理課☎21–0246

　障害のある人たちがスポーツを通して親睦を
深めることなどを目的に、６月７日に第19回
高梁市障害者スポーツ大会を開催しました。大
会には約60名が参加し、各地域や事業所など
のチームに分かれて、ヨーロッパ発祥でパラリ
ンピック正式種目でもある「ボッチャ」や、レ
クリエーションとしてピン倒しを行い、会場は
和気あいあいと大きな盛り上がりを見せていま
した。今年のボッチャ競技優勝は、混合 A チー
ムの皆さんでした。
� 問福祉課☎21–0284

6令和７年（2025）７月



お知らせ

　
７
月
18
日（
金
）か
ら
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
。
暑
い
高
梁
の
夏
を
プ
ー
ル

に
行
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

日
時　
７
月
18
日（
金
）～
８
月
17
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　
高
梁
市
民
プ
ー
ル

※ 

利
用
上
の
注
意
な
ど
詳

し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎
21

―

０
４
２
５

　

高
梁
こ
ど
も
園
の
園
舎
完
成
に
伴

い
、
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

①
８
月
17
日（
日
）午
後
１
時
～
午
後
４
時

②
８
月
18
日（
月
）午
前
９
時
～
正
午

場
所　

高
梁
こ
ど
も
園
（
原
田
北
町

１
２
５
１
番
地
1
）

　
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

教
育
総
務
課 
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高
梁
市
民
プ
ー
ル
を
開
設
し
ま
す

高
梁
こ
ど
も
園
施
設
見
学
会
を

開
催
し
ま
す

消
防
署
だ
よ
り

「
夏
バ
テ
」
に
注
意

「
夏
バ
テ
」
に
注
意

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え
、
厳
し
い

暑
さ
が
続
い
て
お
り
、
暑
さ
に
よ
る
体

調
不
良
が
原
因
の
救
急
搬
送
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
消
防
署
で
は
、
火
災
予
防

と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
も

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
特
に
こ

の
時
期
に
気
を
つ
け
た
い
の
が
「
夏
バ

テ
」
で
す
。

　
夏
バ
テ
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
や
、

室
内
外
の
温
度
差
、
食
欲
不
振
な
ど
に

よ
っ
て
、
自
律
神
経
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

様
々
な
体
の
不
調
を
引

き
起
こ
す
も
の
で
す
。

●
夏
バ
テ
の
主
な
症
状

・
体
が
だ
る
い
、
疲
れ
や
す
い

・
食
欲
が
な
い
、
胃
が
も
た
れ
る

・
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み

・
頭
痛
、
微
熱

・
寝
つ
き
が
悪
い
、
眠
り
が
浅
い

●
夏
バ
テ
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
こ
ま
め
な
水
分
補
給

　
喉
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
な
水
分
補
給

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

②
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

　
特
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
意
識

し
て
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

③
十
分
な
睡
眠

　

寝
室
の
温
度
や
湿
度
を
調
整
し
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

④
適
度
な
運
動

　
軽
い
運
動
で
血
行
を
促
進
し
、
自
律

神
経
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

⑤
室
温
管
理

　
屋
外
と
の
温
度
差
に
注
意
し
、
室
内

で
は
適
切
に
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

　
夏
バ
テ
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え

て
、
こ
れ
か
ら
の
夏
本
番
を
乗
り
切
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

６
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災
３
件
（
前
月
よ
り
２
件
増
）

救
急
１
５
１
件
（
前
月
よ
り
14
件
増
）

問�

消
防
本
部
予
防
課 

☎
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７
月
６
日
、
第
71
回
岡
山
県
消
防
操

法
大
会
が
岡
山
県
消
防
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
へ
成

羽
自
動
車
分
団
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
へ
巨
瀬
分
団
・
宇
治
吹
屋
分
団
が
出

場
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。
結
果
は
宇
治
吹
屋
分
団
が
優

勝（
６
連
覇
）、
巨
瀬
分
団
が
３
位
と
な

り
ま
し
た
。

問�

消
防
本
部
消
防
総
務
課
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宇
治
吹
屋
分
団
６
連
覇

宇
治
吹
屋
分
団
６
連
覇
！！

第第
7171
回
岡
山
県
消
防
操
法

回
岡
山
県
消
防
操
法

大
会
に
３
分
団
が
出
場

大
会
に
３
分
団
が
出
場

　
強
い
日
差
し
に
よ
る
視
界
の
遮
り
を

防
ぐ
こ
と
で
視
認
性
を
向
上
さ
せ
事
故

防
止
を
図
る
ほ
か
、
長
時
間
の
屋
外
活

動
に
伴
う
紫
外

線
か
ら
目
の
保

護
を
行
う
た

め
、
消
防
職
員

が
サ
ン
グ
ラ
ス

を
着
用
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

着
用
す
る
条
件

● 

緊
急
走
行
時
に
限
ら
ず
消
防
車
や
救

急
車
の
運
転
時
、
運
転
席
や
助
手
席

に
乗
車
す
る
職
員
の
安
全
管
理
上
必

消
防
職
員
の
サ
ン
グ
ラ
ス

消
防
職
員
の
サ
ン
グ
ラ
ス

着
用
に
つ
い
て

着
用
に
つ
い
て

要
が
あ
る
場
合

● 

水
難
救
助
活
動
や
Ｍ
Ｖ
Ｆ（
高
所
作

業
車
）操
作
な
ど
の
現
場
活
動
に
お
い

て
、安
全
管
理
上
必
要
が
あ
る
場
合

　
市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問�

消
防
署 

☎
21

―

０
１
２
５

大会６連覇の宇治吹屋分団

高梁市の市外局番は「0866」です7 令和７年（2025）７月



　
市
で
は
後
付
け
の
踏
み
間
違
い
急
発

進
抑
制
装
置
を
整
備
す
る
人
を
対
象
に

補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象　
申
請
時
に
お
い
て
、
65
歳
以
上

の
高
梁
市
民
で
、
運
転
免
許
証
を
保
有

し
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

補
助
対
象
装
置　
国
土
交
通
省
の
個
別

性
能
、
ま
た
は
性
能
認
定
を
受
け
た
装

置
で
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
に
適

合
す
る
も
の
（
対
象
装
置

に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
）

補
助
対
象
自
動
車　
対
象
者
が
普
段
か

ら
使
用
し
て
い
る
自
家
用
自
動
車

※ 

車
検
証
の
所
有
者
、
ま
た
は
使
用
者

の
欄
に
、
補
助
対
象
者
の
氏
名
お
よ

び
住
所
の
記
載
が
あ
る
自
家
用
自
動

車
補
助
金
額　
自
動
車
急
発
進
抑
制
装
置

の
購
入
お
よ
び
整
備
に
要
す
る
費
用
の

２
／
３
の
額
（
上
限
10
万
円
）

※ 

補
助
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
１
回
限

り
で
す
。

※ 

補
助
金
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
生

高
梁
市
自
動
車
急
発
進
抑
制

装
置
整
備
費
補
助
金

じ
た
場
合
は
切
り
捨
て
ま
す
。

※ 

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付

に
な
り
ま
す
の
で
、
年
度
内
の
予
算

が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

問�

協
働
定
住
課 

☎
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０
２
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特
殊
詐
欺
等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

機
器
の
購
入
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

○ 

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
機
器
購
入
日

に
お
い
て
満
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

※ 

申
請
手
続
は
同
一
世
帯
の
人
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○ 

本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
に
属
す
る
も

の
が
、
本
市
の
市
税
を
滞
納
し
て
お

ら
ず
、
今
ま
で
申
請
を
し
て
い
な
い

こ
と

補
助
対
象
機
器

　
以
下
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の

○ 

事
前
に
登
録
し
て
い
な
い
電
話
番
号

か
ら
の
着
信
に
対
す
る
注
意
を
促
す

機
能
が
あ
る

○ 

着
信
の
相
手
に
対
し
、
録
音
を
行
う

旨
の
応
答
を
自
動
的
に
行
う
機
能
が

あ
る

○ 

被
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る

電
話
の
着
信
を
自
動
的
に
切
断
す
る

機
能
が
あ
る

○ 

補
助
対
象
者
が
居
住
す
る
住
宅
に
設

高
梁
市
特
殊
詐
欺
被
害
対
策

電
話
機
等
設
置
補
助
金

置
す
る
こ
と

○ 

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者
か

ら
購
入
す
る
こ
と

※ 

補
助
対
象
機
器
に
つ
い
て
は
全
国
防

犯
協
会
連
合
会
の
推
奨
す
る
「
優
良

防
犯
電
話
推
奨
品
目
録
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

補
助
金
額

　
機
器
の
購
入
等
に
要
す
る
費
用
の

　
２
／
３
の
額
（
上
限
１
万
円
）

※ 

ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
契
約
に
か

か
る
費
用
は
対
象
外
で
す
。

申
請
方
法

　
機
器
を
購
入
し
て
か
ら
１
カ
月
以
内

お
よ
び
令
和
８
年
２
月
ま
で
に
申
請
が

必
要
で
す
。必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
書
も
こ
ち
ら
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
（
協
働
定
住
課
窓
口
で
も
受

け
取
れ
ま
す
）。
書
類
を
す
べ
て
揃
え

て
、
協
働
定
住
課
、
各
地

域
局
、
ま
た
は
各
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

令
和
８
年
３
月
以
降
の
申
請
は
補
助

対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問�

協
働
定
住
課 

☎
21

―

０
２
５
４

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝

く
じ
助
成
金
を
活
用
し
、
川
面
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
に
冷
凍
冷
蔵
庫
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。
地
域
で
行
う
各
種
行
事

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
有
効
活
用
し

ま
す
。

問�

協
働
定
住
課 

☎
21

―

０
２
５
４

宝
く
じ
の
助
成
金
で
備
品

整
備

8令和７年（2025）７月



お知らせ

さ
い
。
※
補
助
金
交
付
対
象
外
に
な

り
ま
す
。

○ 

カ
メ
ラ
設
置
後
に
実
績
報
告
書
な
ど

を
令
和
８
年
２
月
末
ま
で
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
書
類
に
不
備

が
あ
る
場
合
な
ど
、
状
況
に
よ
り
現

地
確
認
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問�

協
働
定
住
課

 

☎
21

―

０
２
５
４

　
住
宅
な
ど
へ
の
侵
入
盗
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
人
を
対
象
に
、
令
和
7
年
度

の
み
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

　
以
下
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

○ 

高
梁
市
に
住
所
が
あ
り
、
市
内
の
戸

建
て
住
宅
（
住
宅
兼
事
務
所
・
店
舗

等
を
含
む
）
に
居
住
、
ま
た
は
戸
建

て
住
宅
を
賃
借
し
所
有
者
、
管
理
者

の
同
意
を
得
て
い
る
人

○ 

申
請
者
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
全

員
が
市
税
の
滞
納
が
な
く
、
暴
力
団

員
等
に
該
当
し
な
い
こ
と

○ 

申
請
者
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員

が
、
同
一
の
補
助
対
象
経
費
に
対
し

て
既
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
こ
と

補
助
対
象
の
防
犯
カ
メ
ラ

　
以
下
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の

○ 

居
住
す
る
住
宅
や
同
一
敷
地
内
に
あ

る
建
造
物
の
侵
入
口
、
ま
た
は
侵
入

経
路
を
映
し
て
い
る
こ
と

○ 

撮
影
し
た
画
像
お
よ
び
映
像
を
記
録

す
る
機
能
を
備
え
て
い
る
こ
と
（
追

高
梁
市
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
費
補
助
金

尾
機
能
を
有
し
て
い
る
も
の
、
ド
ア

フ
ォ
ン
型
は
除
く
）

○ 

撮
影
範
囲
に
自
己
の
所
有
し
な
い
住

宅
等
が
映
る
場
合
、
そ
の
所
有
者
の

同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

○ 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
明
示
す
る
表
示

板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

○ 

市
内
の
事
業
所
か
ら
購
入
す
る
か
、

市
内
の
事
業
所
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額

補
助
率
：
購
入
や
設
置
に
要
す
る
費
用

の
１
／
２
以
内
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

上
限
額
：
８
万
円

申
請
方
法

　
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
必
要
書

類
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
請
書
も
こ
ち
ら

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
（
協
働

定
住
課
窓
口
で
も
受
け
取
れ
ま
す
）。

書
類
を
す
べ
て
揃
え
て
、協
働
定
住
課
、

各
地
域
局
、
ま
た
は
各
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

○ 

書
類
審
査
後
、
約
1
カ
月
後
に
交
付

決
定
（
不
決
定
）
通
知
書
を
市
か
ら

送
付
し
ま
す
。通
知
書
が
届
く
ま
で
、

防
犯
カ
メ
ラ
は
購
入
し
な
い
で
く
だ

 

　
在
宅
介
護
を
さ
れ
て
い
る
人
を
対
象

に
骨
量
測
定
や
も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
、

介
護
食
実
食
な
ど
が
で
き
る
家
族
介
護

者
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

 

８
月
18
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

申
込
締
切　
８
月
12
日
（
火
）
ま
で

場
所　

高
梁
市
役
所
２
階
保
健
セ
ン

タ
ー

参
加
費　
７
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
備
中
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 
☎
45

―

４
５
１
２

家
族
介
護
者
の
つ
ど
い

 
 募

集

0866－22－4056
備北液化ガス販売株式会社高梁市段町７４９

草刈り・お墓掃除
ご予約はお急ぎください！

草刈り・お墓掃除
ご予約はお急ぎください！

お盆周辺はご依頼が大変混雑しご希望の日程を伺えない場合があります。お早めにお電話ください！

見積もり無料見積もり無料
●各種割引制度もございます●●各種割引制度もございます●

な
ど

な
ど

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

高梁市の市外局番は「0866」です9 令和７年（2025）７月



　
市
内
介
護
施
設
の
通
所
利
用
者
を
対

象
に
し
た
共
同
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
新
た

に
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
利
用

者
送
迎
の
運
転
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
す
る
概
ね
60
歳
以

上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
人
（
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録

し
た
後
、
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習

を
受
講
す
る
必
要
あ
り
）

　
詳
し
く
は
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
22

―

７
２
４
３

共
同
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の

新
規
事
業
開
始
に
伴
い

運
転
者
を
募
集
し
ま
す

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
小
学
生
ま
で

を
対
象
に
、
五
感
を
使
っ
て
楽
し
め
る

「
わ
く
わ
く
ア
ー
ト
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
粘
土
遊
び

と
絵
の
描
写
で
す
。
手
で
こ
ね
て
形
を

作
っ
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
す
る
こ
と

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

ま
た
、特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
一

口
３
０
０
円
の
会
費
を
も
と
に
助
成
を

は
じ
め
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
人
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問�

高
梁
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
局

（
こ
ど
も
教
育
課
）☎
21

―

１
５
０
９

お
よ
び
市
内
の
各
小
学
校

　
魅
力
あ
る
町
並
み
を
形
成
す
る
た
め

の
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、
令
和
８
年
度
の
実
施
事
業
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
期
間　
９
月
30
日
（
火
）
ま
で

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
確
認
の
う
え
、
観

光
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
観
光
課 
☎
21

―

０
２
５
７

　
日
本
遺
産
の
認
定
を
観
光
促
進
や
地

域
活
性
化
に
活
か
す
た
め
、
今
年
も
募

集
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
２
回
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

審
査
日　
令
和
７
年
９
月
下
旬

申
込
締
切　
９
月
８
日
（
月
）

（
次
回
の
審
査
申
し
込
み
は
、
令
和
７

年
12
月
上
旬
予
定
で
す
）

※ 

審
査
会
は
申
請
件
数
３
件
未
満
の
場

合
、
実
施
し
ま
せ
ん
。

対
象
者　
市
内
事
業
者
ほ
か

募
集
要
項

①
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
と
の
結
び
付

け
が
あ
る
こ
と

②
独
自
性
・
創
造
性
…
デ
ザ
イ
ン
及
び

品
質
が
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
と
し
て
、

ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と

③
信
頼
性
…
品
質
、衛
生
管
理
、ク
レ
ー

ム
処
理
な
ど
の
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ

と
　

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

市
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
観
光
課
） 

☎
21

―

０
２
５
７

わ
く
わ
く
ア
ー
ト
教
室

参
加
者
募
集

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
員
募
集

令
和
８
年
度
歴
史
的
町
並
み
保
存

地
区
整
備
事
業
・
駅
周
辺
施
設

景
観
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
募
集

日
本
遺
産
推
奨「JAPAN�RED

備
中
吹
屋
」ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
募
集
し
ま
す

で
新
し
い
発
見
や
表
現
の
楽
し
さ
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
10
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
高
梁
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

定
員　
30
名

対
象　
市
内
の
３
歳
～
小
学
生
以
下
の

お
子
さ
ん
（
子
ど
も
会
に
加
入
し
て
い

な
い
お
子
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
）

準
備
物　
な
し

※ 

夏
休
み
の
課
題
を
行
う
場
合
は
、
必

要
な
道
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
無
料

申
込　
７
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
高
梁

市
子
ど
も
会
連
合
会
（
事
務
局
：
こ
ど

も
未
来
課
）
ま
で
電
話
、

も
し
く
は
二
次
元
コ
ー
ド

よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課 

☎
21

―

２
６
６
６令和６年度の様子

10令和７年（2025）７月



お知らせ

第13回 清水比庵大賞（短歌の部）の作品募集第13回 清水比庵大賞（短歌の部）の作品募集

募集作品

応募資格

投 稿 料

応募方法

募集期間

応 募 先

賞・賞金

発　　表

そ の 他

　歌・書・画の三位一体の芸術に優れた高梁市出身の歌人、清
し
水
みず
比
ひ
庵
あん
の偉業と

足跡を顕彰するとともに、優れた短歌を広く募集し、文化の振興に寄与するこ
とを目的に第13回清水比庵大賞（短歌の部）を実施し、作品を募集します。

短歌二首を一組とします。何組でも応募できますが、未発表
の作品に限ります。

どなたでも応募できます。

二首一組で1,000円（郵便小為替か現金書留）
※�作品と一緒に送付してください。ただし、高校生以下、または18歳以下の人
は500円で応募できます。

400字詰原稿用紙（Ｂ４判）を使用し、右半分に郵便番号、住所、筆名、本名、
年齢、性別、電話番号を明記し、左半分に作品（短歌二首）を書く。（文字は楷
書で丁寧に書き、漢字には必ずふりがなをつけてください）

～８月31日（日）（当日消印有効）

〒716－8501　岡山県高梁市松原通2043
高梁市教育委員会社会教育課内　「清水比庵大賞」事務局

●清水比庵大賞…１名（３万円）
●特選（高梁市長賞ほか）…２名（各２万円）
●奨励賞…３名（各１万円）
●入選…30名（記念品）

11月下旬。審査結果は個人宛にお知らせします。

●応募作品は返却しません。
●応募作品については、高梁比庵会および高梁市の出版物に無償で掲載します。

問市教育委員会社会教育課内　「清水比庵大賞」事務局　☎21 ― 1516

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

高梁市の市外局番は「0866」です11 令和７年（2025）７月



　
素
敵
な
恋
活
時
間
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
８
月
31
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
～
4
時
30
分

場
所　
新
見
市
役
所
南
庁
舎

　
　
　
（
新
見
市
新
見
１
２
２

―

１
）

対
象　
39
歳
く
ら
い
ま
で
の
独
身
男
女

各
15
名
ず
つ
（
学
生
不
可
、
地
域
制
限

な
し
）

参
加
費　
１
０
０
０
円

申
込
期
限　
８
月
17
日
（
日
）
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
有
限
会
社
チ
ア
ー
ズ

 

☎
０
８
６

―

４
６
１

―

０
５
０
６

日
時　
８
月
14
日（
木
）～
16
日（
土
）

の
午
後
７
時
～
午
後
10
時

場
所　
Ｊ
Ｒ
備
中
高
梁
駅
前
大
通
り

　
県
下
最
大
級
の
盆

踊
り
「
備
中
た
か
は

し
松
山
踊
り
」。
江

戸
時
代
か
ら
継
承
さ

れ
て
き
た
伝
統
芸
能

で
、
平
成
30
年
に
は
県
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
今
年
で

３
７
８
年
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
松

山
踊
り
は
、「
地
踊
り
」、「
ヤ
ト
サ
踊
り
」

「
仕し

組ぐ
み
踊
り
」
の
３
つ
の
踊
り
で
構
成

さ
れ
、
踊
り
会
場
で
は
、「
地
踊
り
」、

「
ヤ
ト
サ
踊
り
」
の
２
つ
が
交
互
に
踊

ら
れ
、
誰
で
も
踊
り
の
輪
に
参
加
で
き

ま
す
。
会
場
全
体
に
広
が
る
踊
り
の
輪

は
圧
巻
で
す
。
ま
た
、
毎
年
会
場
周
辺

に
立
ち
並
ぶ
た
く
さ
ん
の
夜
店
も
楽
し

め
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
高
梁
市
観
光

協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
観
光
協
会
高
梁
支
部

 

☎
21

―

０
４
６
１

　
昨
年
ま
で
の
「
マ
ン
ガ
絵
ぶ
た
ま
つ

り
」
を
継
承
す
る
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン

ト
で
す
。当
日
は
、市
内
の
子
ど
も
た
ち

が
描
い
た
マ
ン
ガ
灯
籠
や
実
行
委
員
会

と
住
民
有
志
で
制
作
し
た
大
型
灯
籠
の

ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
夜
店
も

出
店
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
マ
ン
ガ
灯
籠

制
作
体
験
な
ど
も
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
９
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
～
９
時

場
所　
マ
ン
ガ
絵
ぶ
た
公
園
一
帯

主
催　
マ
ン
ガ
灯
籠
ま
つ
り
実
行
委
員
会

問
備
北
商
工
会
川
上
支
所
 

☎
48

―

２
０
０
０

　
岡
山
県
内
の
高
校

で
活
動
す
る
文
化
系

部
活
動
が
、
分
野
を

超
え
て
集
結
し
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
作
品

の
展
示
を
行
い
ま

備
中
た
か
は
し
松
山
踊
り

第
１
回
マ
ン
ガ
灯
籠
ま
つ
り

高
校
生
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
５

 
 

 
 催

し

神こ
う

代じ
ろ

和
紙
と
灯
り
が
つ
な
ぐ

♡
と
き
め
き
キ
ャ
ン
ド
ル

ホ
ル
ダ
ー
作
り
in
新
見

す
。
高
校
生
た
ち
の
日
ご
ろ
の
活
動
の

成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
20
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館

問
岡
山
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

　
☎
０
８
６
６

―

９
３

―

６
８
１
１

 

（
総
社
南
高
校
内
）

　
６
月
28
日
、
２
０
２

５
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ

リ
ー
グ
２
部
第
17
節
の

試
合
。
前
半
で
相
手

チ
ー
ム
Ｆ
Ｃ
ふ
じ
ざ
く

ら
山
梨
が
Ｐ
Ｋ
か
ら
１

点
を
先
制
、
そ
の
後
も

厳
し
い
攻
撃
と
堅
い
守

り
で
前
半
終
了
。
後

半
、
膠こ
う

着ち
ゃ
く

状
態
が
つ
づ

き
ま
し
た
が
、
86
分
、

古ふ
る
谷た
に
選
手
か
ら
西に
し
村む
ら
選
手
と
つ
な
い
で

土つ
ち
山や
ま
選
手
が
待
望
の
な
で
し
こ
リ
ー
グ

初
ゴ
ー
ル
を
決
め
て
同
点
。
そ
の
３
分

後
に
は
神か
ん

田だ

選
手
の
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
か

ら
西
村
選
手
が
決
勝
ゴ
ー
ル
を
決
め
２

対
１
で
５
戦
ぶ
り
の
勝
利
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
試
合
の
マ
ッ
チ
ス
ポ
ン
サ
ー

で
あ
る
「
シ
ャ
ル
ム
高
梁
会
」
の
代
表

も
務
め
て
い
る
高
梁
市
長
と
し
て
は
Ｍ

Ｖ
Ｐ
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
が
、
試
合
終
了
間
際
ま
で
ド
キ
ド
キ

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
教
室
、

街
頭
で
の
交
通
安
全
活
動
な
ど
地
域
貢

献
に
も
取
り
組
ん

で
く
れ
て
い
る
我

が
ま
ち
の
チ
ー
ム

で
す
。
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
て

駆
け
抜
け
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
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高校 NEWS�� — 高校生の「イマ」を紹介します！—

　今年度中にオープン予定の「J
ジ ョ ナ ラ ボ
onaLab」を紹

介します！
　3Dプリンターやレーザー加工機、最新の iMac
やゲーミング PCに加え、新たにUVプリンター
の導入も計画しており、アクリルグッズの制作な
どにも挑戦できる環境が整います。
　このラボは放課後も利用できる予定で、私たち
生徒が自由にものづくりを楽しんだり、仲間とア

　市では、雇用する従業員の子育てなど応援する企業をパパ・ママ・子育て応援企業として登録し、市
内外へ広く紹介することで、企業の子育てを促進するとともに、安心してこどもを産み育てる環境を整
備しています。
　また、応援企業を対象とし、男性従業員が育児休業を取得した場合などには、企業へ奨励金を交付し
ています。
　現在、市内の38社にパパ・ママ・子育て応援企業として登録をいただき、これまでに、16社・51件
の奨励金を交付しています。

「JonaLab」が、高梁城南高校に開設されます！
イデアを形にし
たりする活動が
広がっていくと
思います。また、
地域の皆さんや
各企業と一緒に
プロジェクトを
動かしていく構
想もあり、校内
にはミーティン
グ用のブースも
整備します。自
分の得意なことや興味のある分野を深めながら、
地域とつながっていけるのはとても心強いです。
　「高梁をざわつかせる」ような新しい挑戦が、
この場所から始まることを期待しています。
　アクリルスタンドやキーホルダーなど、今まで
作れなかったものが自分たちで作れるようになる
のは楽しみです。地域と関わりながら、たくさん
のチャレンジをしていきたいです。

デザイン科２年　滝
たき
島
しま
�さくらさん

問問こども未来課こども未来課
☎21-2666☎21-2666ここどどももままんんななかか通通信信

日軽形材㈱�品質保証課

滝
たき
澤
さわ
　良

りょう
一
いち

さん

育休取得者の声育休取得者の声
育休取得が当たり前となった職場環境に感謝

　第２子が里帰り出産だったのですが、自宅へ戻ってきたタイミング
で３か月の育休を取得しました。
　「新生児期間は一瞬だから！」と笑顔で育休に送り出してくれた、
会社関係者の皆様に心より感謝申し上げます。
　育休中は子どもとの時間をしっかり取ることができ、育児の大変さ
を実感し、妻への感謝の気持ちが増しました。

　男性の家事・育児への参画を促進し、男女がともに子育てを
する社会実現に向けて市としても取り組みを進めていきます。

パパ・ママ・子育て応援企業に関する市ウェブサイトはこちら➡

高梁市の市外局番は「0866」です13 令和７年（2025）７月



　市では、看護学生に各病院の機能について関心を持ってもらい、将来、
高梁市内の病院への就職に繋げていくため「高梁市内の病院見学会」（高梁
かんごねっと主催）を開催しています。今回で７回目となり県内看護学生
などの４名が参加しました。
　参加者からは、「それぞれの病院の特徴を知ることができ、それぞれの役
割で患者さんへの支援に取り組まれていることがよく分かった」、「学校で
の勉強と、地域医療の現場を結び付けて考えることができて良かった」と
の感想をいただきました。

健康づくり健康づくり応援応援通信通信
問健康づくり課�☎ 21-0228

問 問 健康づくり課☎21－0304健康づくり課☎21－0304

成人検診のお知らせ

市外人間ドック等情報提供助成事業

市公式 Youtube
体操などのコンテンツを視聴できます

「市内病院見学ツアー」を開催「市内病院見学ツアー」を開催

　６月から地域で受診する集団検診（11月末まで）と、市内指定医療機関で受診する医療機関検診（令和８年２
月末まで）を実施しています。特定健診（40歳から74歳）は500円、後期高齢者健診（75
歳以上）は無料で受診できます。治療のため医療機関へ通院されている人も健診の対
象です。かかりつけ医へ相談しぜひ受診してください。自身の健康管理のためにも、
１年に１度特定健診、または後期高齢者健診を受診しましょう。また、がん検診は加
入している医療保険の種類に関係なく市民が、市の助成を受けて受診することができ
ますので、こちらも併せて受診しましょう。
※�すべての検診が半日で受けられる総合検診は予約制です。詳しくは、広報たかはし
４月号と一緒に配布している「検診ガイドブック」をご覧ください。

　「国民健康保険加入者」で、市外の医療機関で人間ドックを受診後、特定健診結果の提供をされ
た人へ3,000円を助成します。令和８年３月末までに健康づくり課で手続きが必要です。詳しくは、
市ウェブサイトをご覧ください。

これまでの取り組みの経緯や内容は、市ウェブサイト「高梁２０２５～地域医療これまでの取り組みの経緯や内容は、市ウェブサイト「高梁２０２５～地域医療
の高梁モデル構築に向けた１００の検討とアクション～」に掲載しています。の高梁モデル構築に向けた１００の検討とアクション～」に掲載しています。

さきがけホスピタル（入院病棟）さきがけホスピタル（入院病棟）

高梁中央病院（屋上へリポート）高梁中央病院（屋上へリポート）大杉病院（リハビリセンター）大杉病院（リハビリセンター）成羽病院（手術室）成羽病院（手術室）

検診ガイドブックはこちら➡

～持続可能な地域医療体制の構築と維持に向けて～

14令和７年（2025）７月



お知らせ

種別 対象（生まれた年・月） 日 時間 場所 問い合わせ

乳児健診 令和６年11月・令和７年４月 6日（水） 午後０時30分
～

１時30分
（受付）

高梁保健センター 健康づくり課
☎21-0228

３歳児健診 令和４年１月～２月 7日（木）

子どもの健診（８月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ
ゆう・ゆうタイム
（縁日ごっこ） 8日（金）午前10時～11時30分

子育て支援センター
（ゆう・ゆうひろば）子育て支援センター

☎22-2450
こども未来課
☎21-2666

赤ちゃんタイム 1日（金）・19日（火）午前10時～正午

ハッピー♡サタデー 23日（土）①午前10時～正午②午後１時～４時

なりわで“ゆう・ゆう” ７日（木）・21日（木）①午前10時～11時30分②午後１時30分～３時
成羽こども園
子育て支援室

にこにこ相談 ７日（木）・21日（木）午前10時～午後４時
子育て支援センター

育児相談 20日（水）午前10時～正午
健康づくり課
☎21-0228ちびっこ広場 28日（木）午前10時～11時30分 成羽文化センター

（別館）

エイズ・性感染症検査／B・C
型肝炎検査／骨

こつ
髄
ずい
ドナー検査

登録
26日（火）午後１時～２時

備北保健所 備北保健所
☎21-2836

病態栄養相談 14日（木）午前10時～11時

思春期・ひきこもり相談 8日（金）午後２時～４時

子育て支援・健康相談（８月）　※全て予約が必要です

種別 日 時間 場所 問い合わせ

行政相談

1日（金）

午前９時～正午

備中地域局2階小会議室
岡山行政監視行政相談センター
☎086-224-1100５日（火） 高梁市役所３階会議室

８日（金） 川上総合学習センター

なやみごと相談

1日（金）

午前９時～正午

備中地域局２階小会議室

岡山地方法務局高梁支局
☎22-2318

５日（火） 高梁市役所３階研修室

8日（金） 川上総合学習センター

26日（火） 中井方谷の里ふれあいセンター

法律相談（要予約）
5日・12日・19日・26日

（全て火曜日）
午後１時～４時10分

高梁総合福祉センター
岡山弁護士会（☎086-234-5888）
へ事前に予約をして、市民課へ無料
券を申請してください。（市民のみ・
年２回まで）　市民課☎21-0254

司法書士相談
8日（金）午前10時～正午 高梁市役所４階会議室３ 岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区

☎22-790620日（水）午後２時～４時 ポルカプラザ（１階）

相談（８月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ

高梁税務署面接相談
（要予約）

８日（金）・18日（月）・28日（木）
※�相続・贈与・譲渡所得に関する相談
は税務署へお問い合わせください。

午前９時～午後４時 高梁税務署 高梁税務署
☎22-2546

高梁市の市外局番は「0866」です15 令和７年（2025）７月



お知らせ

休日当番医（８月）

※診療時間は午前９時～午後５時です。
　受診前に必ず電話で症状をお知らせください。
　また、受診の際はマスクを着用してください。
※�休日当番医は、随時変更となる場合
がありますので、最新の情報は市
ウェブサイトからご確認ください。

職　種 所在地 賃�金�月�額
自動車部品の
ゲージ選別 成羽町 153,700円

保育士・児童
指導員 高倉町 176,000円～206,800円

スクールバス
運転手 伊賀町 235,700円

一般事務 旭町 180,000円～200,000円
臨床工学技士 南町 216,800円～271,800円
橋梁用免震装置
製造スタッフ 松山 170,000円～220,000円

整備士 松山 258,000円～286,000円
客室清掃
（パート） 栄町 1,000円

医療事務
（パート） 落合町 990円～1,100円

販売スタッフ
（パート） 落合町 1,000円

求人情報求人情報

３日（日）高梁中央病院（南町） ☎22-3636

10日（日）まつうらクリニック（成羽町下原） ☎42-2315

11日（月）大杉病院（柿木町） ☎22-5155

17日（日）成羽病院（成羽町下原）☎42-3111

24日（日）川上診療所（川上町地頭）☎48-4188

31日（日）高梁整形外科医院（本町）☎22-1531

問

キ
吉 備 国 際 大 学

ャンパスだより
「中国四国学生アーチェリー王座決定戦」で「中国四国学生アーチェリー王座決定戦」で
男女アベック優勝し、全日本学生アーチェリー男女アベック優勝し、全日本学生アーチェリー
王座決定戦へ出場王座決定戦へ出場
　吉備国際大学アーチェ　吉備国際大学アーチェ
リー部が、５月５日に岩リー部が、５月５日に岩
国運動公園アーチェリー国運動公園アーチェリー
場（山口県）で開催され場（山口県）で開催され
た「第55回中国四国学た「第55回中国四国学
生アーチェリー王座決生アーチェリー王座決
定戦」において、男子団体は実に14年ぶりの優勝、女子定戦」において、男子団体は実に14年ぶりの優勝、女子
団体は昨年に引き続き二連覇を達成し、20年ぶりの男女団体は昨年に引き続き二連覇を達成し、20年ぶりの男女
アベック優勝の快挙を成し遂げ、「第64回全日本学生アーアベック優勝の快挙を成し遂げ、「第64回全日本学生アー
チェリー男子王座決定戦」、「第60回全日本学生アーチェチェリー男子王座決定戦」、「第60回全日本学生アーチェ
リー女子王座決定戦」への出場を果たしました。リー女子王座決定戦」への出場を果たしました。
　６月14日～15日に静岡県掛川市で開催された王座決定　６月14日～15日に静岡県掛川市で開催された王座決定
戦では、決勝トーナメント初戦で、女子は甲南女子大学戦では、決勝トーナメント初戦で、女子は甲南女子大学
と対戦し敗退しましたが、男子は名古屋大学に勝利してと対戦し敗退しましたが、男子は名古屋大学に勝利して
ベスト16に進出しました。ベスト８を賭けた同志社大学ベスト16に進出しました。ベスト８を賭けた同志社大学
戦では残念ながら敗れてしまいましたが、今後に期待が戦では残念ながら敗れてしまいましたが、今後に期待が

持てるすばらしい結果持てるすばらしい結果
を残してくれました。を残してくれました。
　大学の歴史に新たな　大学の歴史に新たな
一歩を刻んだ男女アー一歩を刻んだ男女アー
チェリー部、今後ますチェリー部、今後ます
ますの活躍にご期待くますの活躍にご期待く
ださい。ださい。

� 問� 問順正学園入試広報室☎0120-25-9944順正学園入試広報室☎0120-25-9944

（令和７年６月10日現在）

※�便利なハローワークインターネット
サービスをご利用ください。

問ハローワーク高梁☎22-2291

職業訓練・職業相談会 inイズミゆめタウン
日時　７月22日（火）�午前11時30分～午後１時
場所　イズミゆめタウン　ゆめ広場横スペース
内容　職業訓練コースなどの説明、簡易職業相談
　　　※参加費は無料で、予約は不要です。

７月の納期限　７月31日（木）
○固定資産税・都市計画税（２期）
○国民健康保険税（以下全て普通徴収／全期・１期）
○介護保険料　○後期高齢者医療保険料

次回の納期限　9月１日（月）
○市民税・県民税（以下全て普通徴収／２期）
○国民健康保険税
○介護保険料　○後期高齢者医療保険料
※�口座振替登録を希望する人は、市内の金融機関で手続き
をお願いします。８月納期限の口座振替の手続きは７月
22日（火）までにお申し込みください。
� 問税務課☎21-0215

税金の納期限（口座振替日）

アーチェリー部アーチェリー部

16令和７年（2025）７月



図書館だより

高梁市図書館のイベント　　問問高梁市図書館☎22-2912　午前９時～午後９時�開館（年中無休）高梁市図書館☎22-2912　午前９時～午後９時�開館（年中無休）

イベントの申し込みは高梁市図書館ウェブサイトで電子申請をしてください。受け付け開始日は前月 20日です。

リトミックで遊ぼう♪ 要申込（定員：保護者含めて20名）参加費無料
講師：黒

くろ
㟢
さき
友
ゆ
紀
き
さん、高

たか
橋
はし
絢
あや
子
こ
さん

持ち物：クレヨン（お持ちの人）、飲み物7月23日（水） 午前10時30分～11時30分 ４階�多目的室

バリスタ講座 要申込（定員：10名）参加費無料
講師：図書館スタッフ7月24日（木） 午前10時30分～11時30分 ２階�待合スペース

ちぃーとつくーる�たかはし　特別編 自由参加　参加費無料7月26日（土） 午前10時30分～午後3時 ４階�多目的室
ベビー BOOKタイム 自由参加　参加費無料7月29日（火） 午前11時～11時30分 4階�読み聞かせスペース
スマイル体操 要申込（定員：12名）参加費無料

講師：メンタル整体学院�セラピスト
　　　田

た
渕
ぶち
章
しょうこ
子さん、山

やま
本
もと
明
あき
子
こ
さん

持ち物：タオル、ヨガマット、飲み物
7月30日（水） 午前10時～11時30分 ４階�多目的室

本のリサイクル市　 自由参加　参加費無料
持ち物：お持ち帰り用の袋8月2日（土）

8月3日（日）
午前９時～午後９時
午前９時～午後６時 ４階�多目的室

笑って健康！ストレス解消！イスに座って簡単エクササイズ 要申込（定員：15名）参加費無料
講師：健康運動実践指導者�入

いり
江
え
万
ま
紀
き
子
こ
さん

持ち物：タオル、飲み物、運動しやすい靴8月8日（金） 午後２時～３時 ４階�多目的室

おはなしたまてばこ　ふきのとう　夏のおはなし会 自由参加（定員：30名程度）参加費無料
語り手：ふきのとう＆おはなしたまてばこ8月9日（土） 午後２時～３時 ４階�多目的室

夏休みの合気道教室！ 要申込（定員：15組）参加費無料
対象：小中学生（小学生は保護者同伴）8月10日（日) 午後２時～３時 ４階�多目的室

風とあそぼう！夏祭り工房 自由参加（定員：各日100名程度）参加費無料
講師：図書館スタッフ8月15日（金）、16日（土）午後１時～４時 ４階�多目的室

見に来られぇ！子ども神楽披露会 図書館入口三の丸テラス
（荒天時は4階多目的室）

自由観覧　
演舞：成羽備中神楽育成会8月17日（日) 午後１時～２時

フードイラストレーター・絵本作家いわさきまゆこ
たべものいっぱいイラスト展 自由観覧
8月1日（金）～8月31日（日） 午前９時～午後９時 ２階�待合スペース
キッズ BOOKタイム 自由参加　参加費無料

読み手：図書館スタッフ毎週日曜日 午後２時～２時30分 4階�キッズライブラリー

今月のおすすめ図書 （有漢公民館図書室）今月のおすすめ図書 （有漢公民館図書室）
江
戸
時
代
の
オ
タ
ク
フ
ァ
イ
ル

著
者　
辛し
ん
酸さ
ん
な
め
子こ　
出
版
社　
淡
交
社

　

何
か
に
深
く
ハ
マ
っ
た
り
推
し
活
を
楽
し
む

人
の
こ
と
が
「
オ
タ
ク
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
言

葉
が
気
軽
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
代
。

　

実
は
江
戸
時
代
に
も
オ
タ
ク
顔
負
け
で
趣
味

や
推
し
に
た
だ
な
ら
ぬ
情
熱
を
注
い
で
い
た
人

が
多
く
い
ま
し
た
。

　

今
の
よ
う
な
情
報
技
術
が
な
い
時
代
に
、
彼

ら
は
ど
の
よ
う
な
楽
し
み
方
を
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

江
戸
の
オ
タ
ク
ラ
イ
フ
を
少
し
の
ぞ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

ヨモカ
（移動図書館車）
８月運行日

　高梁市図書館と遠隔地をつな
ぐサービスとして、移動図書館
が市内を巡回しています。
　本の貸出・返却だけでなく予
約・調べもののお手伝いなども
行います。
　運行日につい
ては、右記２次
元コードよりご
確認ください。 ヨモカ運行日

高梁市の市外局番は「0866」です17 令和７年（2025）７月



〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

３３
さいさい

山
やま

㟢
さき

 大
たい

惺
せい

ちゃん
（落合町阿部）

１１
さいさい

折
おり

口
ぐち

 瑞
みず

波
は

ちゃん
（上谷町）

１１
さいさい

藤
ふじ

井
い

 希
き

帆
ほ

ちゃん
（落合町近似）

４４
さいさい

德
とく

田
だ

 陽
ひ

菜
な

ちゃん
（有漢町有漢）

６６
さいさい

三
み

村
むら

 怜
り

愛
ま

ちゃん
（落合町近似）

４４
さいさい

岡
おか

川
がわ

 絢
あや

菜
な

ちゃん
（川上町七地）

３３
さいさい

難
なん

波
ば

 虎
こ

太
た

郎
ろう

ちゃん
（高倉町大瀬八長）

２２
さいさい

三
み

輪
わ

 麦
むぎ

ちゃん
（下谷町）

４４
さいさい

小
お

野
の

 壮
そう

大
た

ちゃん
（上谷町）

６６
さいさい

梶
かじ

田
た

 千
ち

尋
ひろ

ちゃん
（有漢町有漢）

３３
さいさい

横
よこ

田
た

 彩
さ

七
な

ちゃん
（下谷町）

５５
さいさい

藤
ふじ

森
もり

 智
ち

咲
さ

ちゃん
（原田北町）

２２
さいさい

丹
たん

正
しょう

 宗
そう

志
し

ちゃん
（備中町平川）

３３
さいさい

吉
よし

岡
おか

 知
ち

郁
か

ちゃん
（下町）

５５
さいさい

福
ふく

田
だ

 竜
りゅう

成
せい

ちゃん
（和田町）

７月に誕生日を迎える
子どもたちです

18令和７年（2025）７月



市民のページ

　100歳（大正14年生まれ）の誕生日を迎え
られた人へ記念品や花束をお贈りし、長寿を
祝いました。
　市内で100歳以上の人は６月30日現在、78
人（男性10人、女性68人）です。

三三みみ

原原は
ら
は
ら  

幸幸ゆ
き
ゆ
き

子子ここ
さ
ん
さ
ん

  

（
川
上
町
領
家
）

（
川
上
町
領
家
）

長寿おめでとうございます長寿おめでとうございます
送ってください　締め切り７月28日（月）
　８月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお
子さんの写真を広報たかはし、行政放送、市ウェブ
サイトなどで公開します。お子さんの氏名（ふりがな）、
性別、生年月日、年齢、住所、応募者の氏名、電話
番号を明記して送付してください。市ウェブサイトで
も応募できます。
　短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のも
ので、漢字にはふりがなを付けてください。氏名（ふ
りがな）・年齢・住所（市内のみ）・電話番号を明記し
て投稿してください。なお、紙面の都合上、掲載で
きない場合があります。
問（送り先）〒716-8501〔住所不要〕
　広報たかはし「市民のページ」係
　☎21-0210　��　hisyo@city.takahashi.lg.jp

手
し ゅ わ
話をやってみよう 羽

は

賀
が

よしのさん（手話奉仕員養成講座受講生）

のどに向けた右手２指を前斜め下へ引きながら閉じる

市公式チャンネル市公式チャンネル

好き

立てた両手人差指を交互に
上下させる

どちら？

どっちが好き？ or or

短
歌
短
歌

俳
句
俳
句 山山や

ま
や
ま
襞襞ひ
だ
ひ
だ
に
そ
い
て
た
た
ず
む

に
そ
い
て
た
た
ず
む
過過かか

疎疎そそ

のの
村村む
ら
む
ら

草草く
さ
く
さ

木木きき

に
お
お
わ
れ

に
お
お
わ
れ
家家い
え
い
え

姿姿す
が
た

す
が
た

消消けけ

すす

��

大大だ
い
だ
い
福福ふ
く
ふ
く
蔦蔦つ
た
つ
た
枝枝ええ

さ
ん（
成
羽
町
長
地
）

さ
ん（
成
羽
町
長
地
）

う
つ
む
き
て

う
つ
む
き
て
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さ
く
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き
お
れ
ば
ほ
ゝ
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で
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お
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で
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お
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お
りり
仄仄ほ
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シ
ャ
ク
ヤ
ク
の

か
に
シ
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ヤ
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��

新新し
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し
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ら
く
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ヨ
シ
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さ
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成
羽
町
布
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）

ヨ
シ
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さ
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成
羽
町
布
寄
）

何何な
に
な
に
も
な
い
こ
ん
な

も
な
い
こ
ん
な
田田い
な
か

い
な
か舎舎
で
す
み
ま
せ
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す
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ま
せ
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と
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い
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の
の
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い
う
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の
の
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と
わ
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と
わ
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須須すす

閑閑し
ず
し
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成
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小
泉
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さ
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走走は
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っ
て
る

っ
て
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輸輸ゆゆ

送送そ
う
そ
う

障障し
ょ
う

し
ょ
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い
が
い��

乗乗のの
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越越ここ

え
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え
て

貨貨かか
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つ
も
つ

列列れ
っ
れ
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ゃ
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届届と
ど
と
ど

けけ

��

池池い
け
い
け
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落
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さ
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落
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さ
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ぽ
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さ
ん
ぽ
み
ち��

え
が
お
で
か
わ
す

え
が
お
で
か
わ
す��

お
は
よ
う
と
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に
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江江ええ
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茂茂し
げ
る

し
げ
る

さ
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山
）

さ
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故故ふ
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ふ
る
郷郷さ
と
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直
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直
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と
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う
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が
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の
底
な
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一一ひ
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ゆ
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水水み
ず
み
ず

綾綾あ
や
あ
や

子子ここ

さ
ん（
備
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）

さ
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愛
の
言
葉

愛
の
言
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残
さ
ぬ
亡
夫
な
れ
ど

残
さ
ぬ
亡
夫
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ど

共
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過
せ
し
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に
過
せ
し��

月
日
の
な
つ
か
し
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日
の
な
つ
か
し

��

佐佐ささ

々々ささ

木木きき

美美みみ

保保ほほ

子子ここ

さ
ん（
備
中
町
長
屋
）

さ
ん（
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町
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屋
）
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つ
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さ
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さ
よよ��
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せ
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忘忘わ
す
わ
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れ
る
れ
る��

君君き
み
き
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のの
青青あ
お
あ
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大大お
お
お
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裕裕ゆ
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ゆ
う
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さ
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町
）

さ
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）

白白し
ろ
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ざ
み
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ざ
み��

寂寂さ
び
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上
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高梁市の市外局番は「0866」です19 令和７年（2025）７月



～令和7年
　9月30日（火）まで

期間

広
報
た
か
は
し
７
月
号
（
通
巻
249
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
企
画
課

こ
の
広
報
紙
は
、
環
境
に
優
し
い

植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
 〒

716-8501 岡
山

県
高

梁
市

松
原

通
2043　

電
話

0866-21-0210
■

 ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

　
https://www.city.takahashi.lg.jp/

声の広報声の広報

　

今
月
号
は
、
三
畳
紀
後
期
で
は
日
本

初
と
な
る
魚
竜
化
石
の
発
見
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
世
界
で
も
珍
し
い
化

石
が
こ
の
高
梁
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と

に
驚
き
と
嬉
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま

す
！
何
よ
り
発
見
者
で
あ
る
加
藤
教
授

か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
長
年

に
わ
た
り
こ
の
地
に
住
む
先
人
た
ち
が

化
石
や
文
化
を
守
っ
て
こ
ら
れ
、
今
が

あ
る
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
価
値
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
私
も
高
梁
へ
移
り
住

ん
で
き
た
身
と
し
て
、
高
梁
の
歴
史
と

文
化
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
森
本
）

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

人　口 高梁いんふぉ

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

令和７年６月末現在（前月比）
総人口　�25,556人　（－24）
男　性　�12,431人　（－13）
女　性　�13,125人　（－11）
世帯数　�12,960世帯（－6）
●５月の人口の動き（岡山県毎月流動人口調査）
出　生� 7人 転入� 44人
死　亡� 45人 転出� 60人
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